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第５課題：緑化と環境保全のあり方に関する総合的研究

平成１６年度拠点大学交流事業実施報告

畑地跡に植栽された外来樹種、郷土樹種の生理生態的特性の解明

• 外来樹種及び郷土樹種の生理生態的特性、生物多様性調査、生態系機能の解明のため、ニセア
カシア林とリョウトウナラ林において森林気象、水循環、エネルギー循環に関する長期観測を
継続した。また、放射収支計と地温計の設置 土壌調査、林冠木について成長錘を用いて材サ
ンプルの収集、林内光環境の測定、林分構造の測定、P-V法による耐乾性の測定等を行った。
外来樹種、郷土樹種の生理生態的特性に関し、外来樹種のニセアカシアは光合成能力も高いが
蒸散も盛んであるのに対し、郷土樹種のリョウトウナラは光合成能力こそ高くないが、蒸散も
低く抑えながら生活していることが明らかとなった。

森林の回復に伴う森林構造や生物多様性及び環境の回復過程の解明

• ニセアカシア人工林に４つの調査区、郷土樹種であるリョウトウナラ自然林に６つの黄土高原
の各地に生育するニセアカシアの成長を測定するとともに、成長錘による材サンプルの収集を
行い、地域による成長差を解析するためのデータを収集した。生物多様性について、ニセアカ
シア林とリョウトウナラ林の下層植生を比較すると、リョウトウナラ自然林で生物多様性が高
いことが確認された。

外来樹種からなる人工林と自然林の比較による持続的な生態系機能の解明

• 延安南部のニセアカシア人工林とリョウトウナラ自然林に、長期モニタリング用調査区を設定
し、森林気象や水・エネルギー循環に関する長期観測を行った。その結果、気象、水・エネル
ギー循環に関する両者の様々な違いが明らかとなってきた。

• 特に水循環に関して、ニセアカシアはリョウトウナラに比べて単位樹冠面積あたりの水消費が
多いことが明らかとなり、乾燥地域における外来樹種ニセアカシア植林の問題点が明らかに
なってきた。

• 物質循環に関してはリターフォール、落葉の分解等の継続測定を行った。リターフォールに関
しては両者の季節的落葉パターンや養分循環に関する違いが明らかとなった。
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